
令和８年１０月２０日 

一般財団法人都市みらい推進機構 

 

令和８年度「土地活用モデル大賞」各賞の選定結果について 

 
 

土地活用モデル大賞は、土地の有効活用や適切な維持管理に取り組む模範的事例、成功モ

デルとなる事例を募集し、優れたものについて「国土交通大臣賞」をはじめとする表彰を行

い、その普及を図ることを目的に、一般財団法人都市みらい推進機構の主催、国土交通省の

後援により実施するものです。 

表彰の対象は「土地が有効に活用された今後のモデルとなるプロジェクト」です。地域の

課題を認識し、その解決に向けて、土地の有効利用・再生利用・保全利用・利用の転換、適

切な管理を図るプロジェクトを幅広く対象とするものです。 

平成１６年度の第 1 回から数え第２３回目となる令和８年度は、審査基準（課題対応性、

先導性、独創性、汎用性）をもとに審査委員会で審査を行ない７件のプロジェクトを選定い

たしました。 

記 

 

令和８年度（第２３回）土地活用モデル大賞の表彰プロジェクトについて、国土交通大臣

賞１点、都市みらい推進機構理事長賞３点、審査委員長賞３点を選定いたしました。 

 

＜国土交通大臣賞＞（１点） 

・南阿蘇鉄道高森駅周辺地区都市再生整備計画事業         （熊本県高森町） 

 

＜都市みらい推進機構理事長賞＞（３点） 

・なりわい賃貸住宅郊外住宅地のバス折返場を活用した“生活者が主役”の地域づくり

                    （東京都武蔵野市、調布市） 

・地域福利増進事業「herb 西海岸」コモンズ形成プロジェクト  （神奈川県横須賀市） 

・bandpark -番所鼻自然公園リ・デザイン-                     （鹿児島県南九州市） 

 

＜審査委員長賞＞（３点） 

・（仮称）青森市アリーナ及び青い森セントラルパーク等整備運営事業 （青森県青森市） 

・22世紀の丘公園たまり～な屋内遊び場整備事業                   （静岡県掛川市） 

・安岡地区複合施設整備事業（公共施設の再編と余剰地の有効活用）  （山口県下関市） 
 

 


